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多彩な留学プログラムの一例
ハワイ大学＆ホスピタリティー関連企業インターンシップ留学

国際日本学部では、8か月間の留学＋インターンシッププログラムを2015年度から開
始。ハワイ大学マノア校でツーリズムを中心とした講義を受講後、JTBハワイ、日本航空
ホノルル支店など現地のホスピタリティー関連企業でインターンシップを経験できる。

ロッテルダム応用科学大学、東フィンランド大学との交換留学プログラム
政治経済学部では、2015年からビジネス学や経済学を中心とした大学での学びと、現地企業でのインターンシップ
や株式会社設立体験を行う新しい交換留学プログラムを開始する。このプログラムは、欧州連合が実施する新しい
教育助成プログラム「エラスムス・プラス」に採択されている。

ノースイースタン大学とテンプル大学とのダブル・デュアルディグリープログラム
政治経済学部では、2014年秋学期より、高い外国語能力と専門知識を備えたグローバル人材の育成を推進するため、明
治大学の学士号とノースイースタン大学の学士号を4年間で取得できるダブルディグリープログラム、明治大学の学士
号とテンプル大学の修士号を5年間で取得できるデュアルディグリープログラムを開始した。

〒101- 8301 東京都千代田区神田駿河台 1-1
TEL : 03-3296 -4545（代表）
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学
生
の
主
体
的
学
び
を
育
み
、

未
来
開
拓
力
に
優
れ
た
人
材
を
育
成

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
積
極
的
に
行
う
明
治
大
学
で
は

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」の
採
択
を
受
け
、

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

大
学
の
教
育
改
革
と
徹
底
し
た
国
際
化
の
展
開
を
通
じ
、

未
来
開
拓
力
に
優
れ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
自
ら
考
え
、意
思
決
定
し
、

　
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
人
材

　
明
治
大
学
で
は
、「『
個
』を
強
く
す
る
大
学
」

の
教
育
理
念
の
も
と
、2
0
0
9
年
、文
部
科
学

省「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業（
グ
ロ
ー
バ
ル

30
）」に
採
択
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
。こ
れ
ら
を
基
に
計
画

し
た「
世
界
へ
！M

EIJI8000‐

学
生
の
主
体

的
学
び
を
育
み
、未
来
開
拓
力
に
優
れ
た
人
材

を
育
成‐

」が
、2
0
1
4
年
秋
、文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」（
グ

ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型
）に
採
択
さ
れ
た
。

　
「
未
来
開
拓
力
に
優
れ
た
人
材
と
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
多
様
な
価
値
の
世

界
で
、自
ら
考
え
、意
思
決
定
し
、新
し
い
価
値

を
創
造
す
る
人
材
で
あ
り
、そ
の
育
成
は
、主

体
的
学
び
を
通
じ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
考

え
ま
す
」と
語
る
の
は
、福
宮
賢
一
学
長
だ
。

　

明
治
大
学
の
目
指
す
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
と
は
、こ
う
し
た
主
体
的
に
学
ぶ
学
生

を
育
む
こ
と
を
意
味
し
、「M

EIJI 8000

」と

は
毎
年
の
卒
業
生
8
0
0
0
名
を「
未
来
開
拓

力
に
優
れ
た
人
材
」と
し
て
育
て
る
と
い
う
決

意
の
表
れ
で
も
あ
る
。「
大
学
の
教
育
改
革
と

徹
底
し
た
国
際
化
の
展
開
を
通
じ
、2
0
2
0

年
に
は
卒
業
生
の
半
数
4
0
0
0
名
は
海
外
留

学
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
他
の
学
生

も
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、国
内
に
い
な
が
ら
国
際
体
験
が
で
き
る
多

数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

1
0
0
％
異
文
化
体
験
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
る
」と
福
宮
学
長
は
意
気
込

み
を
語
る
。

　
総
合
的
教
育
改
革
に
よ
り

　
主
体
的
に
学
べ
る

　
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
へ

　
２
０
１
２
年
よ
り
進
め
て
き
た
総
合
的
教

育
改
革
を
土
台
に
、従
来
90
分
授
業
で
展
開

し
て
き
た
講
義
を
、１
モ
ジ
ュ
ー
ル
50
分×

２

＝
1
0
0
分
の
時
間
割
に
改
編
し
、前
半
を
講

義
、後
半
を
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ン
ニ
ン
グ
に
充
て
、学
生
の
主
体
的
学
び
を
促

す
授
業
展
開
へ
と
改
革
し
て
い
く
。ま
た
、
14

週
間
の
２
学
期
制
を
基
本
に
、７
週
間
ご
と
に

分
割
し
た
４
学
期
制
も
可
能
と
な
る
柔
軟
な

学
事
暦
を
確
立
し
、４
年
間
の
う
ち
一
部
の
学

期
に
必
修
科
目
を
配
置
せ
ず
、そ
の
学
期
と
夏

休
み
な
ど
の
休
業
期
間
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、学
生
の
主
体
的
活
動
を
可
能
と
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
タ
ー
ム
」も
整
備
し
て
い
く
。

こ
の
期
間
を
活
用
す
る
こ
と
で
、長
期
の
海
外

留
学
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、キ
ャ
ン
パ

ス
内
外
で
の
海
外
留
学
生
や
教
員
と
の
交
流

も
し
や
す
く
な
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
の
礎
と

な
る
。

　
世
界
に
飛
び
出
す

　
1
0
0
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

　
卒
業
生
8
0
0
0
人
の「
未
来
開
拓
力
」に
つ

な
げ
る
た
め
、「
主
体
的
学
び
を
確
立
す
る
3

つ
の
仕
組
み
」、「
主
体
的
学
び
を
育
む
グ
ロ
ー

バ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
推
進
し
て
い
く
考
え

だ（
図
表
を
参
照
）。

　

こ
の
中
の「
世
界
に
飛
び
出
す
1
0
0
の
国

際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、短
期
留
学
だ
け
で
な

く
、交
換
留
学
制
度
や
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ

リ
ー
制
度
な
ど
を
含
め
、中・長
期
留
学
も
よ
り

充
実
さ
せ
、学
生
が
世
界
に
飛
び
出
す
た
め
の

1
0
0
の
扉
を
用
意
す
る
。さ
ら
に「
経
済
社
会

の
発
展
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支

援
」に
採
択
さ
れ
て
い
る
政
治
経
済
学
部
が
推

進
す
る「
実
践
的
英
語
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

全
学
へ
の
拡
大
の
ほ
か
、英
語
で
学
ぶ
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
注
い
で
い
く
。　

　
「
学
生
に
よ
る
学
生
支
援
制
度
」で
は
、学
生

同
士
の
学
び
合
い（
ピ
ア
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）が
あ

る
。留
学
経
験
者
が
留
学
希
望
学
生
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
機
会
を
増
や
す
ほ
か
、混
住
型
学

生
宿
舎
を
新
た
に
設
け
、外
国
人
学
生
と
日
本

人
学
生
が
共
に
暮
ら
し
、刺
激
し
合
え
る
場
と

す
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、国
内
外
を
し
な
や

か
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
が
必
要
で
あ

り
、積
極
的
に
本
学
の
扉
を
叩
い
て
く
れ
れ

ば
、全
力
で
応
援
し
て
い
き
た
い
」と
福
宮
学

長
は
学
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

世
界
に
飛
び
出
し
、

目
覚
ま
し
く
成
長
し
た
学
生
た
ち

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
留
学
で

身
に
つ
い
た
行
動
力

国
際
日
本
学
部
3
年
生
の
東
牧
沙
耶

さ
ん
は
、学
部
独
自
の「
フ
ロ
リ
ダ
州

立
大
学
・
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
提
携
セ
メ
ス
タ
ー
・
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に

参
加
し
た
。他
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ

り
多
く
の
人
々
と
関
わ
れ
る
と
思
い

参
加
を
決
め
た
。世
界
中
か
ら
観
光
客

が
来
園
す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、キ
ャ

ス
ト
と
し
て
仕
事
を
任
さ
れ
、自
然
と

責
任
感
が
生
ま
れ
た
そ
う
だ
。「
園
内

で
困
っ
て
い
る
人
を
案
内
し
て
喜
ん

で
も
ら
え
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
。

自
主
的
に
働
き
か
け
る
行
動
力
が
身

に
つ
き
ま
し
た
」。こ
の
留
学
経
験
で

異
文
化
へ
の
見
方
が
変
わ
り
、学
び
や

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
と
い
う
。

留
学
経
験
が
さ
ら
な
る

留
学
へ
の
意
欲
を
生
ん
だ

経
営
学
部
2
年
生
の
荒
川
祐
輔
さ
ん

は
、2
週
間
の「
ア
メ
リ
カ
・
ヴ
ァ
ー
モ

ン
ト
州
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
」に
参
加
し
た
。「
元
受
刑
者
の
社

会
復
帰
支
援
活
動
で
は
、再
犯
防
止
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
い
う
真

摯
な
取
り
組
み
に
感
動
し
ま
し
た
」。

2
週
間
の
実
習
期
間
に
彼
の
中
で
大

き
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。「
現
地
の
大

学
生
と
の
交
流
を
通
じ
、自
ら
進
ん
で

発
言
す
る
大
切
さ
を
実
感
し
、自
分
の

意
見
を
主
張
す
る
こ
と
が
世
界
な
の

だ
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
」。帰
国
後
、留

学
へ
の
意
欲
が
一
層
強
く
な
り
、今
、

彼
は
カ
ナ
ダ
へ
の
長
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
て
い
る
。

一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を

く
れ
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

商
学
部
3
年
生
の
小
端
菜
緒
さ
ん
は
、

2
週
間
の「
フ
レ
ン
チ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・

プ
ロ
グ
ラ
ムin

モ
ダ
ー
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
学
院
」に
参
加
し
た
。「
フ

ラ
ン
ス
語
の
語
学
研
修
の
ほ
か
、英
語

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
礎
講
義

を
受
け
ま
し
た
。講
師
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
方
ば

か
り
。と
て
も
刺
激
的
で
し
た
」。多
彩

な
課
外
授
業
も
魅
力
で
、ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
店
舗
訪
問
で
は
売

り
場
づ
く
り
の
戦
略
を
知
る
な
ど
、商

学
部
の
視
点
で
学
べ
た
。日
本
か
ら
出

た
く
な
い
と
考
え
て
い
た
彼
女
の
背

中
を
押
し
た
の
が
、明
治
大
学
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
今
後
も
自
分
ら
し
く
、

挑
戦
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
た
い
」と

話
す
。

留学の心配事を相談できる
プロのカウンセラーを配置

明治大学では、学生の海外留学促進のため、全キャ
ンパスで留学カウンセリングを実施している。留学
準備における語学の不安をはじめ、さまざまな悩み
に対し、プロの留学カウンセラーが相談に応じると
いうものだ。留学の動機づけから事前準備、さらに
留学中・留学後のキャリア構築まで、学生に対する
一貫したサポート体制を整え、グローバル時代の
「強い『個』」へ、学生たちが勇気をもって世界へ一歩
を踏み出せるよう、応援している。

01
多くの学生の留学への挑戦を
バックアップする助成金制度

明治大学には、協定留学や認定留学の制度を利用し
て留学する学生に対し、選考の上、助成金（明治大学
外国留学奨励助成金）を支給する制度がある。返還
の必要のない助成金で、期間に応じて30万円以内の
奨学金を給付している。2009年度17名だった給付対
象者が2014年度には約200名に増加し、給付総額で
も10倍以上となった。学生の留学への意欲に応える
支援体制が着実に整備され、多くの学生が海外留学
のチャンスを手にしている。今後さらにサポートを
拡充していく考えだ。

02

明治大学長
福宮 賢一

世界へ！MEIJI 8000 構想とビジョン

主体的学びを
確立する
3つの仕組み

主体的学びを支える
新たな教育方法1

世界に飛び出す
100の国際プログラム2

学生による
学生支援制度3

主体的学びを
育む

グローバル・キャンパス

戦略的海外拠点と
国際ネットワーク1

国内での
国際体験空間形成2

研究拠点を活かした
教育の高度化3

主体的に学ぶ学生8000人を輩出する！

大学院・研究強化専門教育

ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
を
主
体
と
し
た
学
び

ナ
ン
バ
リ
ン
グ・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
系
化

国
際
通
用
性
の
あ
る
10
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

初年次教育の強化

学ぶ意欲に応える専門教育

総合的教育改革
柔軟な時間割と柔軟な学事暦を土台とした主体的学びの促進

次代を拓き、世界へ発信する大学
●法学部 ●商学部 ●政治経済学部 ●文学部 ●理工学部 ●農学部 ●経営学部 ●情報コミュニケーション学部
●国際日本学部 ●総合数理学部 ●大学院 ●法科大学院 
●専門職大学院（ガバナンス研究科／グローバル・ビジネス研究科／会計専門職研究科）
●明治大学付属明治高等学校・明治中学校

skanai
タイプライターテキスト
※2014年12月14日時点の広告です。
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